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山
形
の
秋
に
に
ぎ
わ
い
を
！
　
山
形
町
の
振
興
策
に
つ
い
て
協
議
す
る
地
域
ま
ち
づ

く
り
委
員
会
（
橋
本
實
委
員
長
）
で
、「
町
内
で
秋
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
で
き
な
い

も
の
か
」
と
い
う
声
が
上
が
っ
た
こ
と
を
受
け
、
こ
の
秋
、「
ぐ
れ
っ
と
！
や
ま
が

た
街
道
祭
」（
同
実
行
委
員
会
主
催
）
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
山
形

全
域
が
会
場
と
な
る
こ
の
イ
ベ
ン
ト
。
鍵
を
握
る
の
は
、「
地
域
力
」
の
結
集
で
す
！
�

平成19年(2007) 秋号�

「
山
の
恵
み
」生
か
し
た
秋
の
大
イ
ベ
ン
ト
�

　
い
つ
、
ど
ん
な
イ
ベ
ン
ト
を
行

う
の
か
―
。
現
在
、
秋
の
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
恒
例
化
し
て
い
る
「
平

庭
市
大
感
謝
祭
」
（
平
庭
市
友
の

会
主
催
）
。
今
回
の
街
道
祭
は
、

こ
の
大
感
謝
祭
を
は
じ
め
、
他
地

域
で
も
そ
れ
ぞ
れ
に
独
自
の
イ
ベ

ン
ト
を
同
時
開
催
す
る
「
集
合
型

イ
ベ
ン
ト
」
で
す
。
こ
れ
ま
で
各

団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
に
開
催
し
て
い

た
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
一
挙
に
開

催
す
る
こ
と
で
、
一
つ
の
大
き
な

イ
ベ
ン
ト
に
し
よ
う
と
い
う
考
え

で
す
。
実
行
委
員
会
議
の
結
果
、

開
催
日
は
十
月
十
三
日
と
十
四
日

の
二
日
間
に
決
定
し
ま
し
た
。
�

�
各
団
体
の
イ
ベ
ン
ト
内
容
は
、

ま
だ
正
式
に
固
ま
っ
て
い
ま
せ
ん

が
、
例
え
ば
、
平
庭
で
闘
牛
を
見

て
、
バ
ッ
タ
リ
ー
村
で
体
験
活
動

を
楽
し
み
、
そ
ば
の
匠
館
で
郷
土

料
理
を
味
わ
い
、
内
間
木
洞
を
探

険
し
て
…
と
い
う
よ
う
に
、
山
形

の
見
ど
こ
ろ
を
一
日
で
巡
る
こ
と

が
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。
�

�
参
加
団
体
は
、
固
定
せ
ず
、
よ

り
多
く
の
団
体
を
受
け
入
れ
て
い

く
方
針
で
す
。
ぜ
ひ
と
も
参
加
し

た
い
と
い
う
団
体
は
、
事
務
局
（
総

合
支
所
ふ
る
さ
と
振
興
課
☎
72
―

２
１
１
１
内
線
118
）
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
�

実行委員会への参加はこれからでもOK!�
積極的にご参加を�

2

　
山
形
町
の
秋
と
い
え
ば
、
農
産
�

物
や
キ
ノ
コ
類
な
ど
「
山
の
恵
み
」
�

が
豊
富
な
季
節
で
す
。
ま
た
、
紅

葉
が
美
し
い
季
節
で
も
あ
り
、
一

年
を
通
じ
て
最
も
「
農
山
村
ら
し

さ
」
を
実
感
で
き
る
時
期
で
も
あ

り
ま
す
。
�

�
現
在
進
行
し
て
い
る
新
企
画「
ぐ

れ
っ
と
！
や
ま
が
た
街
道
祭
」
は
、

こ
う
し
た
地
域
資
源
や
景
観
美
を

生
か
し
な
が
ら
、
山
形
町
内
全
域

を
一
つ
の
会
場
に
し
た
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
す
る
も
の
で
す
。
「
ぐ
れ

っ
と
」
は
「
ぐ
る
り
と
」
と
い
う

意
味
の
方
言
で
、
山
形
町
内
全
域

の
道
路
を
通
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
の
魅
力
を
楽
し
め
る
よ
う
に

と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、「
街

道
」
は
、
山
形
ら
し
く（
!?
）「
け

ぇ
ど
ぉ
」
と
読
む
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。
�

�
最
初
の
実
行
委
員
会
議
は
、
八

月
十
日
、
総
合
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
、
地
域
づ
く
り
活
動
や
イ
ベ
ン

ト
を
行
っ
て
い
る
十
一
団
体
が
参

加
し
ま
し
た
。
�

�
会
議
で
は
、
規
約
が
承
認
さ
れ

た
ほ
か
役
員
の
選
出
も
行
わ
れ
、

実
行
委
員
長
に
二
橋
修
さ
ん
（
小

国
自
治
会
長
）
、
副
実
行
委
員
長

に
出
町
丈
夫
さ
ん
（
日
野
沢
ふ
る

さ
と
の
会
会
長
）
が
選
ば
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
予
算
は
自
己
負
担
の

ほ
か
、
市
が
行
う
助
成
事
業
「
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
事
業
」
を

導
入
す
る
こ
と
と
し
、
特
に
も
Ｐ

Ｒ
活
動
を
重
点
と
し
た
予
算
組
み

が
な
さ
れ
ま
し
た
。
�

参
加
団
体
も
随
時
募
集
中
で
す
！
�

「「
ぐ
れ
っ
と

れ
っ
と
！
�

　
　
や
ま
が
た
街
道
祭
」

　
　
や
ま
が
た
街
道
祭
」
�

「
ぐ
れ
っ
と
！
�

　
　
や
ま
が
た
街
道
祭
」
�

山
形
町
が
ま
る
ご
と
会
場
に
�

け
ぇ
　
　
ど
ぉ
　
　
さ
い
�

を
開
催
�

10月13～14日�



「
ぐ
れ
っ
と
！
�

　
　
や
ま
が
た
街
道
祭
」
�

支所だより�

　
今
回
の
「
ぐ
れ
っ
と
！
や
ま
が

た
街
道
祭
」
で
も
活
用
し
て
い
る

市
の
助
成
事
業
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
振
興
事
業
」
。
山
形
町
の
振

興
に
係
る
分
と
し
て
今
年
も
１
千

万
円
が
予
算
措
置
さ
れ
て
い
ま
す
。�

�
予
算
枠
に
は
ま
だ
若
干
の
余
裕

が
あ
り
ま
す
の
で
、皆
さ
ん
も
、町

が
元
気
い
っ
ぱ
い
に
な
る
よ
う
な

事
業
を
計
画
し
て
、
ぜ
ひ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。�

■
補
助
率（
限
度
額
）�

①
ハ
ー
ド
事
業
…
�

　
１
／
２
以
内（
限
度
額
100
万
円
）�

②
ソ
フ
ト
事
業
…
�

�
２
／
３
以
内（
限
度
額
100
万
円
）�

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
�

�
お
申
し
込
み
、お
問
い
合
わ
せ
は
、

総
合
支
所
ふ
る
さ
と
振
興
課
（
☎

72
ー
２
１
１
１
内
線
118
）
ま
で
ど

う
ぞ
。�

「地域まちづくり委員会」�
�                 　       …って何だ？�

　今回の「ぐれっと！やまがた街道祭」を最

初に提案したのは、山形町の振興を協議する

場として設置されている「地域まちづくり委

員会」です。�

�あまりなじみのない委員会かもしれません

が、旧久慈市と旧山形村の合併協議の際に、

山形地域の衰退を懸念する声があったことか

ら、市長に地域振興についての意見を述べる

機関として設置されています。�

�これまで５回の会議を開催。町の振興策に

ついての協議や地域コミュニティ振興事業の

審査を行っています。また、昨年度末には、

「住民意向アンケート調査」も行い、住民ニー

ズの把握にも努めました。今後、この調査結

果を基に、市長へ山形町の振興策について提

言することとしており、年度内には、「山形

町民の声」として、直接市長へ届けられます。�

�地域まちづくり委員会の設置は、設置条例

により定められています。定員は「14人以内」。

地区推薦や公募などにより委嘱されており、

現在、下表の皆さんが委員を務めています。

「山形町を盛り上げるためこんなことをやっ

てくれ！」という意見があれば、お近くの委

員にぜひお話しください。�

■地域まちづくり委員会・委員名簿�

皆さんの声を市政に届けます�

山形町の振興策を協議する組織です�

3

　
最
近
、
報
道
な
ど
で
も
「
限
界

集
落
」、「
ふ
る
さ
と
納
税
」、「
地

域
間
格
差
」
と
い
っ
た
言
葉
が
よ

く
話
題
に
さ
れ
ま
す
が
、
過
疎
化

が
進
む
山
形
町
の
よ
う
な
農
山
村

地
域
の
振
興
は
、
全
国
的
に
も
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
�

�
各
方
面
で
、
そ
の
対
策
が
検
討

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
一
番
大
事
な

の
は
、
地
域
自
ら
が
元
気
を
出
し
、

そ
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
く
こ
と

で
す
。
今
、
試
さ
れ
る
「
地
域
力
」。

今
回
の
取
り
組
み
も
、
こ
う
し
た

意
味
で
一
つ
の
挑
戦
に
な
り
ま
す
。

地
域
総
参
加
で
、
ぜ
ひ
山
形
町
を

盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。
�

今
こ
そ
見
せ
よ
う
、山
形
の「
地
域
力
」�

答�

各地の団体がイベントを同日開催！※写真�
はイメージ…上から小国自治会の「内間木�
洞まつり」（7月8日）、平庭市（8月12日）、
成谷自然食の会の教育旅行受け入れ（7月
12日）�

※区分の「自」は自治会推薦、「団」は団体役職員�
　等、「公」は公募�
※任期は平成20年４月30日まで�
※敬称略�

上
手
に
使
っ
て
�

�

地
域
を
元
気
に
！
�

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
事
業
�

区分� 氏　　名� 備　　　考�

自� 橋本　　實� 川井�

自� 関　　利行� 関�

自� 柿木敏由貴� 小国�

自� 小田　勝正� 来内�

自� 谷地　　譲� 荷軽部�

自� 蒲野　喜悦� 日野沢�

自� 下舘　　進� 戸呂町�

自� 中居　繁隆� 繋�

団� 高橋　宏弥� 久慈地方振興局�

団� 清水畑　健� いわてくじ農協�

団� 出町　丈夫� （社）久慈市観光物産協会�

公� 鹿糠　順夫� 荒町�

公� 梶谷　裕子� 畑田�

公� 清水　智子� 川井�



窯入れ作業に励む山形中の生徒たち�

平成19年(2007) 秋号�

エ
コ
パ
ー
ク
平
庭
高
原（
　
）い
よ
い
よ
着
工
�

　
平
成
八
年
度
に
基
本
構
想
が
策

定
さ
れ
て
以
来
、
県
を
中
心
に
、

市
（
旧
山
形
村
）
、
葛
巻
町
の
三

者
で
進
め
て
き
た
「
エ
コ
パ
ー
ク

平
庭
高
原（
仮
称
）」
整
備
事
業
。

こ
の
た
び
中
核
施
設
の
整
備
に
着

工
し
ま
し
た
。
�

�
中
核
施
設
は
、
市
と
葛
巻
町
の

両
方
に
整
備
さ
れ
ま
す
が
、
市
側

で
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、

実
施
計
画
で
「
交
流
施
設
」
と
し

て
位
置
付
け
ら
れ
る
入
浴
施
設
で

す
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
平
屋

建
て
で
、
平
庭
山
荘
の
ゲ
レ
ン
デ

側
に
隣
接
。
床
面
積
約
６
５
０
㎡

の
う
ち
浴
室
部
分
は
１
８
５
㎡
と

な
り
ま
す
。
二
か
所
（
男
女
）
の

浴
室
に
設
置
さ
れ
る
カ
ラ
ン
（
洗

い
場
）
は
三
十
個
。
サ
ウ
ナ
室
も

整
備
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
平

庭
待
望
の
「
大
人
数
で
入
浴
で
き
、

ゆ
っ
く
り
く
つ
ろ
げ
る
お
風
呂
」

と
な
り
そ
う
で
す
。
�

�
ま
た
、
エ
コ
パ
ー
ク
事
業
で
、

も
う
一
つ
の
中
核
施
設
と
し
て
位

置
付
け
ら
れ
る
「
体
験
施
設
」
は

葛
巻
町
側
（
葛
巻
ワ
イ
ン
工
場
に

隣
接
）
に
造
ら
れ
ま
す
。
こ
ち
ら

の
施
設
で
は
、
郷
土
食
や
工
芸
品

作
り
な
ど
の
体
験
が
可
能
で
す
。
�

�
両
施
設
と
も
、
オ
ー
プ
ン
予
定

は
平
成
二
十
年
度
初
め
ご
ろ
で
す
。

皆
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
新
し
い
平
庭
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
�

�
い
よ
い
よ
開
業
に
向
け
て
走
り

出
し
た
本
事
業
で
す
が
、
本
来
の

目
的
は
施
設
整
備
で
は
な
く
、
こ

の
平
庭
エ
リ
ア
を
中
心
に
交
流
人

口
が
拡
大
し
、
産
業
振
興
が
図
ら

れ
て
い
く
こ
と
で
す
。
鍵
を
握
る

の
は
、
そ
の
た
め
の
取
り
組
み
。

地
域
に
住
む
皆
さ
ん
の
参
画
も
不

可
欠
と
な
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
�

工事が進む交流施設。平庭山荘のゲレンデ側に接続されます�

フレッシュさん�

4

　
四
月
の
知
事
選
で
初
当
選
し

た
達
増
拓
也
県
知
事
が
、
八
月

六
日
、
エ
リ
ー
ト
牧
場
で
、
短

角
牛
生
産
者
の
皆
さ
ん
と
懇
談

し
ま
し
た
。
�

�
の
び
の
び
と
草
を
は
む
短
角

牛
の
姿
を
目
に
し
、
関
係
者
の

説
明
を
受
け
た
達
増
知
事
。「
安

全
・
安
心
を
理
解
し
た
。
短
角

牛
は
今
後
、
ず
っ
と
成
り
立
っ

て
い
け
る
産
業
で
あ
り
、
県
庁

も
し
っ
か
り
宣
伝
に
努
め
た
い
」

と
一
層
の
支
援
を
約
束
し
て
く
�

れ
ま
し
た
。
�

�
懇
談
で
は
、
生
産
者
の
皆
さ

ん
か
ら
現
場
の
声
を
聴
取
。「
消

費
者
の
励
ま
し
が
一
番
の
支
�

オ
ー
プ
ン
は
平
成
20
年
度
初
め
ご
ろ
�

達
増
知
事
も「
安
全
・
安
心
」を
実
感
�

短
角
牛
生
産
者
と
の
懇
談
会
�

生産者との交流を深める生産者との交流を深める�
達増知事達増知事（左から２人目）（左から２人目）�
生産者との交流を深める�
達増知事（左から２人目）�

中
核
�

施
設
�

浴室は、木質風呂と岩風呂の２か所。
ジェット浴槽や、ブロア浴槽も設置
します。もちろん、サウナ、水風呂
もあります。機械室にあるボイラー
は、環境に優しいチップ（木片）ボ
イラー。地域交流ホールは、風呂上
がりのくつろぎスペースとなります。�

エコパーク平庭高原�
交流施設・平面図�

浴室�
機械室�

浴室�

（サウナ）�
脱衣室�

地域交流�
ホール�

WC

多目的WC多目的WC

（スロープ）�
（サウナ）�

WC

脱衣室�

（
渡
り
廊
下
）
�

平庭山荘�

Close Up !



窯入れ作業に励む山形中の生徒たち�

支所だより�

山
形
校
、募
集
停
止
と
の
説
明
�

　
県
教
育
委
員
会
の
「
県
立
高
等

学
校
新
整
備
計
画
（
後
期
計
画
）
」

で
本
校
へ
の
統
合
案
が
示
さ
れ
、

そ
の
存
続
が
注
目
さ
れ
て
き
た
久

慈
高
校
山
形
校
。
七
月
六
日
に
は
、

「
平
成
二
十
年
度
の
募
集
に
係
る

説
明
会
」
が
平
庭
山
荘
で
開
か
れ
、

県
教
委
の
担
当
職
員
か
ら
、
「
今

後
の
募
集
は
行
わ
な
い
」
旨
の
説

明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
�

�
計
画
（
再
調
整
案
）
に
よ
る
と
、

分
校
は
、
①
入
学
者
が
募
集
定
員

の
半
数
以
下
、
ま
た
は
②
所
在
地

（
旧
市
町
村
）か
ら
の
入
学
者
が
半

数
以
下
の
状
況
が
二
年
続
い
た
場

合
、
翌
年
度
か
ら
募
集
を
停
止
し

統
合
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

山
形
校
（
定
員
四
十
人
）
の
場
合
、

平
成
十
八
年
度
は
入
学
者
三
十
人

で
山
形
町
出
身
者
三
人
、
十
九
年

度
は
入
学
者
二
十
六
人
で
出
身
者

八
人
。
①
の
条
件
は
ク
リ
ア
し
た

も
の
の
、
②
の
条
件
に
達
せ
ず
、

存
続
要
件
を
満
た
さ
な
い
も
の
と

判
断
さ
れ
ま
し
た
。
�

�
こ
の
日
の
説
明
会
に
は
、
同
窓

生
な
ど
約
二
十
人
が
出
席
。
「
地

域
に
根
ざ
し
た
人
材
を
輩
出
し
て

き
た
の
に
、
数
字
だ
け
で
判
断
す

る
の
は
い
か
が
な
も
の
か
」
と
い

っ
た
存
続
を
望
む
意
見
が
多
く
出

さ
れ
、
長
時
間
に
わ
た
る
議
論
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
�

�
今
後
、
こ
の
ま
ま
募
集
停
止
の

方
向
で
進
ん
だ
場
合
、
統
合
時
期

が
焦
点
と
な
り
ま
す
。
こ
の
日
の

説
明
で
は
、
「
即
、
統
合
か
、
在

校
生
の
卒
業
を
待
っ
て
統
合
か
に

つ
い
て
は
、
保
護
者
な
ど
の
意
見

を
可
能
な
限
り
尊
重
し
た
い
。
学

校
を
中
心
に
意
見
の
集
約
を
」
と
、

地
域
へ
そ
の
方
向
性
を
ゆ
だ
ね
る

こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。
�

「
体
力
づ
く
り
に
�

　
　

　
　
ラ
ン
ニ
ン
グ
」
�

－自分の性格を一言で�

　自由人（だと言われます）。口べた。�

－趣味は�

　ときどき夜、走ったりしています。

あとＤＶＤ、ビデオ鑑賞。�

－今欲しいものは�

　ＤＳ! 「ときメモ」がしたい（笑）。

－挑戦してみたいこと�

　もう１回パラグライダー。もしくは

ロッククライミング。�

－好きな男性のタイプは�

　ポジティブで若干、人見知りの人。�

－夢、目標は�

　早く、戦力として働けるようになり

たいです。�

 プロフィール�

□生年月日　昭和62年２月20日（20歳）�

□血　液　型　Ａ型�

□勤　務　先　やまぐち歯科医院�

　ここ数年、都市部の中学生が大勢、山

形町での山村体験を行っていますが、山

形中学校（新毛助直校長）の１年生21

人も、８月23日と24日の両日、荷軽部

や川井でさまざまな体験を行いました。�

　今回行われたのは、ホウレンソウ栽培

や短角牛飼育といった地場産業体験。荷

軽部の谷地林業では、６人が炭出しや窯

入れの作業を通して木炭生産を学びまし

た。栃元美菜子さんは、「大変な仕事だ

けど、山形の炭がいろんなところに使わ

れているのはすごいこと」と、地元産業

への関心を深めていました。�

　久保 千咲 さん（川井）�

都会っ子には負けられぬ！�
山形中・勤労体験学習�

地�域�を�学�ぶ�

フレッシュさん�フレッシュさん�
出番で～す�

5

え
」、「
飼
料
が
高
騰
し
て
い
る
」、�

「
環
境
へ
の
負
荷
が
少
な
い
こ

と
を
数
値
化
し
Ｐ
Ｒ
を
」
と
い

っ
た
生
産
者
の
声
に
、
一
つ
ひ

と
つ
て
い
ね
い
に
答
え
て
い
ま

し
た
。
�

�
そ
の
後
の
交
流
会
で
は
肉
の

味
も
堪
能
。
そ
の
う
ま
み
を
し

っ
か
り
と
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
�

長時間にわたり質疑応答が行われた�
この日の説明会�

県
教
委
が
地
域
住
民
向
け
の
説
明
会
開
催
�

「PRに努めたい」と達増知事� 生産現場の声に短角牛への理解を深めた懇談会�

もちろん味の確かさも確認してもらいました�

生産者との交流を深める�
達増知事（左から２人目）�

多目的WC

Close Up !Close Up !
クローズ　 アップ�

窯入れ作業に励む山形中の生徒たち�

ち　さき�



話�題�
おらほの�

6月～8月�

民泊も行われ子どもたちも交流�

闘牛の魅力を全国に向けてアピールしたタレントのふじいあきらさん（中央）と平庭闘牛会の皆さん�

　
大
地
を
守
る
会
の
ツ
ア
ー
「
短

角
牛
の
里
と
都
市
を
結
ぶ
集
い
」

が
、
七
月
十
四
日
か
ら
三
日
間
の

日
程
で
行
わ
れ
、
会
員
約
五
十
人

が
、
ひ
と
と
き
の
田
舎
暮
ら
し
を

楽
し
み
ま
し
た
。
�

　
二
十
五
回
記
念
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

し
て
、
歌
手
の
ｙ
ａ
ｅ
（
や
え
）

さ
ん
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
も
開
催
。

第
一
回
ツ
ア
ー
で
同
様
に
コ
ン
サ

ー
ト
を
開
い
た
加
藤
登
紀
子
さ
ん

の
実
娘
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
四

半
世
紀
の
交
流
に
皆
さ
ん
感
慨
ひ

と
し
お
と
い
っ
た
様
子
で
し
た
。
�

平成19年(2007) 秋号�

　
「
間
近
に
迫
っ
た
夏
場
所
、
闘

牛
特
訓
中
！
」
と
題
し
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

総
合
テ
レ
ビ
の
人
気
番
組
「
ふ
る

さ
と
一
番
」
で
、
山
形
町
の
闘
牛

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
�

�
ふ
る
さ
と
一
番
は
お
昼
の
生
番

組
で
す
。
こ
の
日
は
、
小
国
の
柿

木
由
蔵
さ
ん
宅
か
ら
、
タ
レ
ン
ト

で
マ
ジ
シ
ャ
ン
の
ふ
じ
い
あ
き
ら

さ
ん
と
盛
岡
放
送
局
の
比
田
美
仁

ア
ナ
が
、
闘
牛
の
歴
史
や
飼
育
方

法
な
ど
を
紹
介
。
全
国
に
向
け
、

そ
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
く
れ

ま
し
た
。
�

�
番
組
終
盤
に
は
、
オ
ー
ナ
ー
牛
�

（
所
有
者
が
畜
産
農
家
に
飼
養
委
�

託
す
る
牛
）
二
頭
が
闘
牛
を
披
露
。

本
番
さ
な
が
ら
の
ぶ
つ
か
り
合
い

と
勢
子
た
ち
の
威
勢
の
よ
い
か
け

声
に
、
番
組
関
係
者
も
興
奮
し
き

り
の
様
子
で
し
た
。
�

�
そ
の
効
果
か
、
八
月
十
二
日
の
�

「
し
ら
か
ば
場
所
」
に
は
、
夏
場
所
�

過
去
最
高
の
約
三
百
五
十
人
が
来

場
。
炎
天
の
も
と
十
四
番
の
取
り

組
み
が
行
わ
れ
、
帰
省
客
な
ど
が

ふ
る
さ
と
の
伝
統
行
事
を
楽
し
み

ま
し
た
。
ま
す
ま
す
盛
り
上
が
る

平
庭
闘
牛
。
次
回
は
十
月
十
四
日

の
予
定
で
す
。
�

平�
庭
闘
牛
が
全
国
デ
ビ
ュ
ー
�

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ふ
る
さ
と
一
番
で
生
放
送
�

20
歳
に
誓
っ
た
永
遠
の
友
情
�

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
は
見
つ
か
ら
ず
も
…
�

四�
半
世
紀
を
越
え
響
く
歌
声
�

短
角
牛
の
里
と
都
市
を
結
ぶ
集
い
�

残念ながらカプセルは見つからず…。残念ながらカプセルは見つからず…。でも確かめた友情が宝ですでも確かめた友情が宝です�残念ながらカプセルは見つからず…。でも確かめた友情が宝です�6

　
山
形
の
お
盆
と
い
え
ば
成
人
式

…
で
し
た
が
、
今
年
か
ら
新
市
で

一
本
化
し
、
一
月
に
開
催
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
旧
友
と

の
再
会
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
新

成
人
に
と
っ
て
は
少
し
残
念
。
そ

れ
な
ら
「
自
分
た
ち
で
記
念
づ
く

り
を
」
と
、
山
形
小
の
出
身
者
有

志
が
、
十
年
前
、
校
庭
わ
き
に
埋

め
た
と
い
う
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
の

掘
り
起
こ
し
を
行
い
ま
し
た
。
発

泡
ス
チ
ロ
ー
ル
製
の
カ
プ
セ
ル
に

は
、
「
十
年
後
の
自
分
」
と
い
う

作
文
が
入
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。
�

�
掘
る
こ
と
約
三
十
分
…
。
記
憶
�

で
は
「
そ
れ
ほ
ど
深
く
な
か
っ
た
」
�

は
ず
の
穴
で
す
が
、
な
ぜ
か
そ
の

姿
を
現
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
�

�
そ
れ
で
も
、
そ
の
後
は
当
時
の

ビ
デ
オ
を
一
緒
に
見
な
が
ら
楽
し

く
旧
交
を
深
め
ま
し
た
。
道
は
違

っ
て
も
、
久
し
ぶ
り
に
過
ご
す
時

間
に
友
情
を
確
か
め
合
っ
た
仲
間

た
ち
。
カ
プ
セ
ル
以
上
の
宝
が
見

つ
か
っ
た
よ
う
で
す
。
�



動く武者人形（？）も出現�

おじいちゃんたちの技に子どもたちも感心しきり�

手作り民具などが並ぶ「徳売所」もオープン�

景品抽選会も大盛り上がり�

トピック
ス�

支所だより�

22年の節目にもますます精力的�
　バッタリー村（木藤古徳一郎村長）の22周

年記念行事が、７月14日、同村で行われ、関

係者や支援者が節目を祝いました。当日は直売

所「徳売所」オープン式典や新バッタリーのお

披露目も行われ、精力的な活動ぶりもアピール

してくれました。�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

今年も笑顔のあったかイベント�
　「白樺の郷福祉まつり」が、７月21日、行わ

れました。「出会い・ふれあい・助け合い」が

テーマとあって、今年もたくさんのボランティ

アスタッフが参加。ステージ発表も行われ、大

勢の人が笑顔になれるイベントとなりました。�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
にくいよこのド根性カボチャ！�
　写真は長坂信一さん（戸呂町）の旧宅前。よ

く見ると玄関脇のコンクリートからカボチャの

つるがニョキニョキ！　小さいながらもカボチ

ャも１個なっています。実はこれ、コンクリー

トのほんのわずかな隙間から伸びているもの。�

長男の友太さんによ

ると、「去年ここで

カボチャを割ったと

きの種だと思う」と

のこと。狭い隙間か

らでも力強く伸びた

このカボチャ。食べ

ると根性がつく!?

　
地
域
の
良
さ
を
見
直
そ
う
と
、

荷
軽
部
小
学
校（
鈴
木
義
明
校
長
）

が
「
七
夕
集
会
」
を
行
い
ま
し
た
。

集
会
で
は
、
七
夕
飾
り
を
つ
く
っ

た
ほ
か
、
同
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
の

皆
さ
ん
を
講
師
に
、
縄
な
い
と
そ

ば
打
ち
に
も
挑
戦
し
、
地
域
文
化

を
学
び
ま
し
た
。
�

�
そ
ば
打
ち
指
導
に
当
た
っ
た
横

葉
ト
セ
さ
ん
も
「
年
長
さ
ん
は
上

手
に
で
き
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も

昔
の
こ
と
を
伝
え
た
い
」
と
子
ど

も
た
ち
の
頑
張
り
に
目
を
細
め
て

い
ま
し
た
。
�

　
夏
の
恒
例
「
ガ
タ
ゴ
ン
ま
つ
り
」
�

が
、
八
月
十
八
日
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
�

�
事
務
局
を
務
め
て
い
た
村
商
工

会
が
市
商
工
会
議
所
に
合
併
し
て

初
め
て
行
わ
れ
た
ガ
タ
ゴ
ン
ま
つ

り
で
し
た
が
、
流
し
踊
り
な
ど
に

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
大
勢

の
人
が
参
加
し
、
山
形
の
夏
を
盛

り
上
げ
ま
し
た
。
�

�
夜
は
ガ
タ
ゴ
ン
広
場
で
の
盆
踊

り
。
参
加
し
た
人
た
ち
は
、
過
ぎ

ゆ
く
夏
を
惜
し
む
か
の
よ
う
に
踊

り
続
け
て
い
ま
し
た
。
�

縄�
な
い
に
学
ん
だ
地
域
の
文
化
�

荷
軽
部
小
で
「
七
夕
集
会
」
�

山�
形
の
夏
、
熱
く
燃
え
�

ガ
タ
ゴ
ン
ま
つ
り
盛
大
に
�

まだまだ�
あれこれ�TopicsTopics

「ますますの盛り上がりを」。山内市長もエール�「ますますの盛り上がりを」。山内市長もエール�

新衣装を身にまとい艶やかに�
舞った来内地区の皆さん　　�

7

友太さんもびっくりの�
ド根性カボチャ�



お
知
ら
せ
�

■
前
売
入
場
料

■
前
売
入
場
料
�

衆
喜
劇
に

衆
喜
劇
に
�

　
皆
さ
ん
は
久
慈
市
文
化
会
館
�

「
ア
ン
バ
ー
ホ
ー
ル
」
に
行
っ
た
�

こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。
こ
の
秋
も

イ
ベ
ン
ト
め
じ
ろ
押
し
で
す
。
皆

さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ

ご
鑑
賞
を
。
�

わ
ら
び
座
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
�

『
義
経
 ―
平
泉
の
夢

』
�

�　
壮
大
な
ス
ケ
ー
ル
で
送
る
本
格

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
で
す
。
�

■
公
演
日
　
９
月
19
日（
水
）18
時

30
分
開
演
�

■
前
売
入
場
料
（
全
席
指
定
）
Ｓ

席
…
３
千
５
百
円
、
Ａ
席
…
２
千

５
百
円
　
※
高
校
生
以
下
８
百
円

引
き
�

劇
団
俳
優
座
公
演
�

『
江
戸
の
極
楽
と
ん
ぼ
』
�

�　
日
本
を
代
表
す
る
新
劇
団
が
大

衆
喜
劇
に
挑
む
話
題
作
。
�

■
公
演
日
　
10
月
22
日（
月
）18
時

30
分
開
演
�

■
前
売
入
場
料
（
全
席
自
由
）
一

般
…
３
千
円
、
小
中
高
生
…
１
千

５
百
円
　
※
ペ
ア
券
１
セ
ッ
ト
５

百
円
引
き
�

「
紅
音
」
お
披
露
目
ラ
イ
ブ
�

『
和
み
』
ｉ
ｎ
久
慈
�

�　
ゆ
げ
み
わ
こ（
久
慈
市
出
身
）所

属
ユ
ニ
ッ
ト
の
全
国
デ
ビ
ュ
ー
＆

Ｃ
Ｄ「
姫
風
」発
売
記
念
コ
ン
サ
ー

ト
で
す
。
�

■
公
演
日
　
９
月
29
日（
土
）18
時

30
分
開
演
�

■
入
場
料
（
全
席
自
由
）
一
般
…

１
千
円
、
中
高
校
生
…
８
百
円
�

�
お
問
い
合
わ
せ
は
、
ア
ン
バ
ー

ホ
ー
ル
（
☎
52
―
２
７
０
０
）
ま

で
ど
う
ぞ
。
�

ア
ン
バ
ー
ホ
ー
ル
に
行
っ
て
み
よ
う
！
�

▽猛ぉ～～暑っ！８月13日

の最高気温は33.8℃（アメダ

ス）。最高気温としては、観

測開始以来10番目の高さを

記録しました。10番かあ。

もっと暑い気がしたんだけど

なあ～。▽総合支所、豆知識

を一つ。このたび総合支所内

山形福祉室のカウンターが修

繕され、座ってお話しや書き

物ができるような高さになり

ました。どうぞ、お気軽にご

利用ください。　（木地谷）�

編集後記�

以前よりも相談しやすくな�
りました。お気軽にどうぞ�

８月14日のお盆恒例行事。優勝は次
のとおりでした。※敬称略�
■個人　▽小学１～２年…山崎佳信（霜
畑小２年）▽同３～４年…橋本康平（山
形小４年）▽同５～６年…追久保正弘
（山形小６年）▽高校生…久保大（盛岡
農業高校１年）▽一般…谷地譲（荷軽部）
■団体　▽少年…霜畑小▽一般…荷
軽部青年会�

デ　ー　タ�
ファイル�

●総人口…… 3 , 2 0 6 　人�

●男性人口… 1 , 5 8 7 　人�

●女性人口… 1 , 6 1 9 　人�

●世帯数…… 1 , 1 3 6 世帯�

★飲酒運転検挙者数… 0 人�

★救急車出動回数……23件�
●は８月１日現在  �
★は５～７月期　  

山形の�

う�ご�き�
表紙の写真�
「土俵際の攻防！」(市民相撲大会)

※日程は変更になる場合もあります�

山形のカレンダー�9 11月～　　　月�

ヨガ教室（12日、19日も）�

地区総体・パークゴルフ大会�

山形地区敬老会�

ぐれっと！やまがた街道祭（14日まで）�

平庭市大感謝祭�

平庭闘牛大会「もみじ場所」�

地区総体・壮年ソフトボール大会�

海洋センターナイターバレーボール大会�

いわてくじ農協山形支店「農業まつり」�

山形地区総合文化祭（11日まで）�

地区総体・綱引き大会、地区総体閉会式�

ニュースポーツ体験会�

９�

�

�
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�

�

�

�
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行事�月�
5�

9�

28�

13�

14�

14�

未�

未�

3�

10�

18�

未�

日�曜�
水�

金�

土�

土�

日�

日�

祝�

日�

日�

「やまがた総合支所だより」は年４回発行。次回は12月ごろの予定です。�

発行・岩手県久慈市　編集・山形総合支所ふるさと振興課〈〒028-8602  久慈市山形町川井8-30-1　☎72-2111◯内109〉�

いよいよ大詰め「山形地区総合体育大会」�

8

～お子さんの健やかな成長を応援�を開催�
�市では、乳幼児の発育、生活習慣などについての相談や親子同士の交流を目的に、「乳

幼児サロン」を山形町で開催します。�

■日時　９月13日(木)、11月15日(木)、12月14日(金)、�

　　　　２月14日(木）※各日とも午後１時30分～３時�

■会場　山形老人福祉センター�

■対象　乳幼児とその保護者、妊娠中の女性など�

■内容　保健師、保育士による発育、健康、生活習慣などの育児相談や情報提供�

�申し込みは不要です。詳しくは市子育て支援センター（☎52－3210）までどうぞ。�

�市では、乳幼児の発育、生活習慣などについての相談や親子同士の交流を目的に、「乳

幼児サロン」を山形町で開催します。�

■日時　９月13日(木)、11月15日(木)、12月14日(金)、�

　　　　２月14日(木）※各日とも午後１時30分～３時�

■会場　山形老人福祉センター�

■対象　乳幼児とその保護者、妊娠中の女性など�

■内容　保健師、保育士による発育、健康、生活習慣などの育児相談や情報提供�

�申し込みは不要です。詳しくは市子育て支援センター（☎52－3210）までどうぞ。�

　合併前の「村民体育大会」に代わる大会として開催�
中の地区総体。現在、ゲートボ
ールとソフトバレーが終了し、
総合順位は①荷軽部②来内③日
野沢の順です。残り３競技。皆
さんもぜひご参加を！�

あ
か
　
ね
�

この秋も楽しい�催しがめじろ押し�

この秋も楽しい�催しがめじろ押し�

この秋も楽しい�催しがめじろ押し�

名勝負が続出しました�


